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問耕作放棄地や遊休農地の活用は
答小さい町だからできるという活用の方向

性を考えたい 植竹　美智雄 議員
問　

五
霞
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
に
お
い
て
、
耕
作

放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
町
内

に
お
け
る
現
状
と
今
後
の
利

活
用
対
策
は
。

産
業
課
長　

耕
作
放
棄
地
は

農
林
水
産
業
セ
ン
サ
ス
の
デ

ー
タ
か
ら
、
5
年
前
は
26‌

ha

で
す
。
遊
休
農
地
は
、
昨
年

が
６
．
９
ha
で
毎
年
増
加
傾

向
で
す
。
増
加
の
原
因
は
、

高
齢
化
、
労
働
力
不
足
や
借

り
手
が
い
な
い
、
農
産
物
の

価
格
低
迷
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
利
活
用
は
、
農
地
の

集
約
に
向
け
て
、
昨
年
、
国

に
よ
り
農
地
中
間
管
理
事
業

な
ど
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
で
は
制
度
に
合
致
せ
ず
、

な
か
な
か
取
組
み
が
少
な
い

状
況
で
す
。　

町
長　

今
後
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
荒
廃
す
れ
ば
環
境

問
題
に
も
な
り
、
こ
れ
は
自

治
体
が
管
理
す
る
こ
と
に
な

り
、
荒
れ
る
放
棄
地
が
で
き

る
前
に
農
協
等
と
相
談
し
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

問　

特
産
品
の
開
発
は
い
つ

ご
ろ
か
。

町
長　

商
工
会
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
な
が
ら
本
年
度
、

道
の
駅
で
八
つ
頭
の
試
作
品

を
作
っ
て
み
て
、
特
産
品
の

販
売
の
方
に
向
け
て
い
け
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

町
道
の
整
備
状
況
及
び

道
路
改
良
は
ど
の
よ
う
に
推

進
さ
れ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長　

昨
年
4
月

現
在
８
５
８
路
線
、
道
路
延

長
23
万
７
５
３
３
ｍ
で
舗
装

率
が
79
．
１
％
で
す
。
整
備

・
改
良
は
、
国
道
や
県
道
と

市
街
地
、
各
集
落
を
結
ぶ
一

級
、
二
級
の
幹
線
道
路
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
な
ル
ー
ト
の
確
立
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
利

便
性
、
安
全
確
保
を
図
る
ほ

か
、
拡
幅
改
良
、
補
修
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
県
道

西
関
宿
・
栗
橋
線
の
拡
幅
、

都
市
計
画
道
路
江
川
・
幸
主

線
及
び
町
道
５
号
線
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
長　

圏
央
道
の
開
通
、
新

4
号
国
道
の
4
車
線
化
の
供

用
、
五
霞
IC
周
辺
の
開
発
に

伴
う
道
路
整
備
等
を
含
め
、

本
町
を
取
り
巻
く
状
況
も
大

き
く
変
化
を
し
て
い
ま
す
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要
な
道

路
整
備
は
継
続
し
て
い
き
た

い
。

問　

老
朽
化

等
に
伴
う
維

持
管
理
は
、

ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る

か
。

都
市
建
設
課

長　

適
宜
パ

ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
ほ

か
、
住
民
の

方
か
ら
の
情

報
な
ど
に
よ

り
、
補
修
や

除
草
等
の
維

持
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

町
長　

老
朽

化
し
た
道
路
、

施
設
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等

も
し
っ
か
り

と
地
域
の
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
、
財
政
も
考
慮
し
つ
つ

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
町
道
の
整
備
状
況
及
び
維
持
管
理
は

答‌

IC
周
辺
の
道
路
整
備
等
を
進
め
る

耕作を放棄されてる農地


